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日本人妊娠女性の全身数値モデルデータの無償公開

～ 胎児に対する様々な電波ばく露評価に利用可能 ～ 

平成20年7月4日 

独立行政法人情報通信研究機構（以下「NICT」という。理事長：宮原 秀夫。）は、千葉大学（学長:齋藤 康。）との

共同研究により開発した電波と人体との相互影響*1を調べるための日本人妊娠女性の全身数値モデルデータベー

スを、非営利の研究目的に対して無償公開を開始します。本モデルは、妊娠女性を対象とした世界初の本格的な全

身モデルデータベースであり、電磁環境分野に携わっている国内外の研究者から大きな注目を集めています。 

【背景】

近年、一般の人々のごく近くで電波が利用されています。そうした中で、無線通信機器等から発生する電波が妊娠女性

（胎児）内部でどのように振る舞い、影響を及ぼすかをコンピュータ上で正確にシミュレーションするために、妊娠女性を

対象とした数値人体モデル*2が必要とされていました。そこで、NICTは千葉大学と共同で、妊娠26週の日本人女性の数

値人体モデルの開発に取り組んできました。（補足資料: 図1、表1）

【モデルの概要・成果】

本モデルは、胎児など、妊娠女性固有の組織を含む56種類の組織・臓器を有し、約710万個の2mm立方体ブロックから

構成されています。NICTは、このモデルを利用して、電波の全身ばく露*3時及び局所ばく露*4時の妊娠女性内部に吸収

される電力をこれまで以上に高精度に推定することを可能としました。

（補足資料:図2）

【データ公開】

NICTは既に、日本人成人男女の数値人体モデルデータベースを公開し、同データは様々な分野の最先端研究に利用

されています(補足資料:図3)。そこで、本データベースも成人男女データベースと同様に、広範な研究分野で利用してもら

うことを前提に、非営利の研究目的に対し、無償で本データベースを公開することにしました。本データベースの公開は

平成20年7月4日（金）から開始いたします。

詳細は以下のWebページをご覧ください。

http://emc.nict.go.jp/bio/bio_human_model.html

【今後の展望】

妊娠26週の平均的体型を有する女性を模擬した本モデルについて、さらに画像データ処理の工夫を加えるなど、より

平均的な身体特徴を有したモデルに近づけるための改良を図ります。

また、今回公開する妊娠26週に限らず、他の妊娠各時期の数値人体モデルの開発も進めており、これらのモデルについ

ても非営利の研究目的を持つ研究者に順次公開していく予定です。
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＜用語 説明＞

*1  電波の人体への影響

電波が人体に及ぼす影響について、50年以上にわたって世界各国で研究が行われてきており、その膨大な研究成

果によって、携帯電話端末などの電波については熱作用に基づいた電波防護指針が定められている。電波による熱

作用の評価には体内への電力の吸収量が指標として用いられ、数値人体モデルを利用した数値シミュレーションに

よって、正確かつ詳細な評価を行うことが必要である。

*2  数値人体モデル

人体（組織・臓器）の形状を微小な要素（本モデルでは一辺が2mmの立方体ブロック）の集合体として表現したも

の。各微小ブロックはその部位に対応する組織・臓器名が与えられており、その組織・臓器に対応する電気定数を与

えることで電磁界解析シミュレーションに用いることができる。

*3  全身ばく露

人体の局所に偏らず全身が電磁界にさらされる場合を全身ばく露という。必ずしも全身が均一にばく露されるとは

限らないが、局所ばく露*4ではない場合を全身ばく露と呼ぶ。

参考文献:Nagaoka T, Togashi T, Saito K, Takahashi M, Ito K, Watanabe S, “An anatomically realistic whole-body 

pregnant-woman model and specific absorption rates for pregnant-woman exposure to electromagnetic 

plane waves from 10 MHz to 2 GHz,” Phys. Med. Biol., vol.52, pp.6731-6745, 2007. 

*4  局所ばく露

人体の一部が集中的に電磁界にさらされる場合を局所ばく露という。この局所ばく露には、人体の大きさより小さな

アンテナの近傍での照射や波長の短い電波によるスポット的な照射などによる場合も含まれる。

参考文献:Togashi T, Nagaoka T, Kikuchi K, Saito K, Watanabe S, Takahashi M, Ito K, “FDTD calculations of specific 

absorption rate in fetus caused by electromagnetic waves from mobile radio terminal using pregnant 

woman model,” IEEE. Trans. Microw. Theory Tech., vol.56, pp.554-559, 2008. 



補足資料

図1  日本人妊娠女性モデル（左：正面からの断層画像、中：横からの断層画像、右：体表画像）。断層画像内

の灰色の部分が胎児を示している。

表1 これまでに開発されている妊娠女性モデルの概要

開発機関 国 部位 空間分解能 組織数 データ

NICT(本モデル) 日本 全身 2 x 2 x 2mm 56 MRI

HPA(1) 英国 全身 1.95 x 1.95 x 2.06mm 45 MRI&数式

FDA(2) 米国 体幹 - 6 MRI(CAD)

ハマースミス病院 英国 腹部 1.04 x 1.04 x 5mm 15 MRI

レンセラー工科大 米国 全身 - 35 CT(CAD)

(1) HPAモデルはMRI画像に基づいて開発されたNAOMIと妊娠女性固有組織を球や円柱等の数式で表現したハイブリ

ッドモデル。 

(2) FDAモデルは妊娠女性のMRI画像に基づいて開発されたCADモデルであり、体幹部分のみがモデル化されている。



図2  垂直偏波の平面波電波（電波の周波数は80MHzと2GHz。電波の強度は1mW/cm2）が正面からばく露さ

れた時の単位重量あたりに吸収される電波の電力（SAR）分布を色の違いで示している。

SAR: Specific Absorption Rate 

図3  日本人成人男女の数値人体モデルの分野別利用状況


